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物理モデルを用い，ベトナム・Cau川を対象に流出・洪水計算を実施した．
鉛直浸透機構と斜面流出を分離した降雨流出の基礎式

・実測流量データから有効降雨の逆算
をした．その結果、実測降雨データで
は捉えられていない降雨があることが
わかった．

：雨量観測所

精度の高い計算算算算算を行うためには、

流域内にどの程度雨量観測所が
必要かを検証する⇒

鉛直浸透機構と斜面流出を分離した降雨流出の基礎式

流出計算の実施

逆算した有効降雨を用いた計算結果

測所
⇒

レーダ雨量を真値としたときの、地上雨量計の配置数の目安を明らかにした
地上雨量と

Xrainのメッシュ１つ１つの雨量を使用

地上雨量計とレーダ雨量の偏差の指標

地上雨量計地上雨量計11台における支配面積と地上雨量計地上雨量計 台における支配面積と台における支配面積と台における支配面積と
ピーク流量差率の関係

・ベトナム･カウ川流域を対象に流出・洪水計算を実施した．実測流量から有効降雨を逆算した．
その結果、実測降雨データでは捉えられていない降雨があることがわかった

・ベトナム･カウ川流域を対象に流出・洪水計算を実施した．実測流量から有効降雨を逆算した．

・日本の流域に対して地上雨量計1台の支配面積とピーク流量差率の関係を明らかにした．
ベトナムにおいて解像度・信頼性が高いレーダデータを取得し、
ベトナムにおいて同じ計算をし，ベトナム流域に適用してみる．

・日本の流域に対して地上雨量計

IPCC第5次報告書において，「気候システムの温暖化は疑う余地がない」

モンスーンアジア諸国において急激な経済発展・人口増加が進んでいる

地上雨量観測所地上雨量観測所11つ
の支配面積の支配面積の支配面積：
地上雨量観測所地上雨量観測所1つつつ

：：670 670 670 kmkmkmkmkm2

水文データが豊富な日本・利根川流域を対象として検証を行う

基礎式を用いて
流出・洪水計算実施

1600通りの流出計算結果
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